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北海道十勝地方におけるオシドリの生息状況

藤巻裕蔵’

北海道では，オシドリは夏烏で，繁殖することが知られているが（日本烏学会1974)，

生息状況については，1978年に行なわれた全国動物分布調査（環境庁1979）があるだけ

で，よくわかっているとはいえない．この種はレッドデータブックでは希少種にあげられ

ており（環境庁1991)，生息状況を明らかにしておくことは重要である．

十勝地方は太平洋沿岸から西の日高山脈，北の大雪山系まで農耕地，都市，森林といろ

いろな環境がそろっており，海跡湖，河跡湖，河川，ダム湖，山地の湖といった水域があ

り，オシドリの分布特性を明らかにするのに適した条件をそなえている．

ここでは，これまで得られた観察結果にもとづいて，十勝地方におけるオシドリの分布，

生息状況についてまとめ，報告する．

この報告をまとめるにあたり，観察記録を提供していただいた飯嶋良朗，川辺百樹，鈴

木利典，三木昇の各氏にお礼申しあげる．

調査地および調査方法

調査地は十勝地方のほぼ全域にわたる．西部は日高山脈，北部は大雪山系，東部は白糠

丘陵で山地となっており，中央部から海岸にかけてが平野部となっている（図ｌ）．おも

な河川は十勝川，札内川，音更川，利別川などで，後の３河川は平野部で十勝川に合流す

る（図１）．十勝川上流部には屈足，岩松，十勝，上岩松，トムラのダム湖，下流ぞいに

は育素多沼，音更川上流部に糠平ダム湖，利別川水系上・中流部に仙美里，活込，糠南の

ダム湖，また海岸ぞいには生花苗沼，湧洞沼，長節沼などの水域がある．

調査地地域を，５万分１の地形図を縦横それぞれ４区分した大きさに区分して１区画と

した（約５×５ｋｍ)．これらの区画のうち，山間部53区画，平野部104区画，計157区画に

2ｋｍの調査路を１～２か所設け．1978～1993年のおもに４月下旬～７月上旬の繁殖期に，

各調査路で１～数回の観察を行なった．また，河川や湖沼では，４月下旬～１０月に１回３０

分程度の定点観察を行なった．このほか，これらの調査以外のときに得られた観察記録，

日本野鳥の会会員の記録，文献（芳賀1973,1976,1983，芳賀・永山1980,川辺1976）

も，生息期間や分布図のための資料としてもちいた．
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結 果

１．生息期間

十勝地方で，オシドリがみられたのは４～10月である．各月の観察回数は同じではない

が，観察例数は山地の水域では４月から５月にかけて多くなり，その後は減少し，９月に

再び多くなり，１０月には少なくなった（表１)．１１月以降にはまったく観察されなかった．

平野部では４月に多く，その後は次第に少なくなり，山間部より早く１０月以降には観察さ

れなかった（表１）．
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図１．十勝地方におけるオシドリの分布．１＝繁殖(巣または子連れの雌による確認)，２＝４～７月

の観察，３＝８～10月の観察，４＝調査したが観察されず．Ａ＝紋別川，Ｂ＝札内川，Ｃ＝十勝

川，Ｄ＝音更川，Ｅ＝利別川．横線部は平野部を示す．

Ｆｉｇ．１．DistributionoftheMandarinDuckinTokachidistrict，Hokkaido、１＝breeding

confirmedbynestorfemalewithyoun９，２＝sightrecordfromApriltoJuly，３＝sight
recordfromAugusttoOctober,４＝nosightrecord．Ａ＝MonbetsuRiver，Ｂ＝Satsunai

River,Ｃ＝TokachiRiver,Ｄ＝OtofukeRivre,Ｅ＝ToshibetsuRiver・Shadedareashows

theplain．
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表ｌ・十勝地方における各月のオシドリの観察例数．

Ｔａｂｌｅ１．ThenumberofsightingsofMandarinDucksinTokachidistrict，Hokkaido．

山地

Ｍｏｕｎｔａｉｎｏｕｓａｒｅａ

平野部

Ｐｌａｉｎ

計

Ｔｏｔａｌ

調査区画数

Ｎｏ．ofquadrat

surveyed

５３

１０４

１５７

Apr・ＭａｙＪｕｎｅＪｕｌｙＡｕｇ，ＳｅＰＯｃｔ．

1４３３２４８１０１９５

１５７６４３４０

２９４０３０１２１３２３５

調査期間中で最も早い記録は，４月13日（1982年，豊頃町長節川)，最も遅い記録は１０

月25日（1979年，新得町上岩松ダム湖）であった．

２．分布

４月下旬～７月上旬にオシドリの生息が確認されたのは，山間部では北東部の十勝川上

流部と然別湖，北部の音更川上流部，南西部の紋別川上流部と札内川上流部，平野部では

十勝川中・下流部，利別川中流部，海岸近くの生花苗沼などである．ただし，十勝川下流

部の場合は川ぞいの小さな沼や支流，利別川中流部の場合は，カラマツ林内の池，支流，

ダム湖で，本流ではなかった．このように，オシドリは山間部にも平野部にも分布してい

た．調査した区画数に対する出現した区画数の割合をみると，４月から10月まで山間部で

は28％，平野部では19％であるが，有意な差はなかった（Fisherの正確確率検定，Ｐ＝

0.980)．

山地では北部のダム湖，平野部では海岸近くの川や海跡湖で８月以降だけに観察された

ところがあった（図１）．平野部の場合は，繁殖期と同様，観察されたのはいずれも川ぞ

いの小さな沼や細い川で，川幅の広い河川ではなかった．

３．生息数，群れサイズ

調査路を歩きながらの観察では，道路，林道，堤防など歩きやすい所を調査路として利

用したので，オシドリが観察されたのは道路ぞいに水たまりや沼がある場合であった．こ

れらの調査で出現したオシドリの数は，２ｋｍで１～４羽であった．定点観察やそれ以外

のときに観察された例も含めると，一度にみられる個体数は子連れの場合を除けばｌ～５

羽であった．４～６月には雌雄２羽の例が比較的よくみられたが，全体にあまりはっきり

した傾向はなかった（表２)．

４．繁殖

調査期間中に繁殖を観察できたのは１例だけである．これは然別湖畔のクマゲラの巣

(地上７ｍ）を利用したもので，６月７日（1987年）に７～８羽のヒナが巣穴からとびお

り，巣内には衰弱したヒナ１羽が残っていた．

このほか，小さな幼鳥のいる家族群の観察により，繁殖が確認されたのは，十勝川上流

部の岩松，上岩松，トムラの各ダム湖，十勝川中流部，札内川上流部，紋別川上流部の砂

防ダム湖である（図１）．これらの家族群がみられたのは，６，７月で，それぞれ５，４

例である．雌１羽と一緒にいた幼鳥の数は，６月には３～14羽，6.8±4.0羽（x±ＳＤ)，７

月には４～６羽，4.5±0.9羽であったが，６，７月のあいだで有意な差はなかった（Man、
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表２．十勝地方における各月のオシドリの群れサイズ．

Ｔａｂｌｅ２．GroupsizesofMadarinDucksinTokachidistrict，Ｈｏｋｋａｉｄｏ．
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各群れサイズの観察例数

Ｎｏ．ofsightingsdifferentgroupsize群れサイズ

Ｇｒｏｕｐｓｉｚｅ

考察

十勝地方でオシドリの生息期間は４～10月で，夏鳥である点はこれまで得られている知

見とかわるところはない．ただ，最も早い春の観察記録が，十勝地方より西に位置する空

知地方では４月３日であるが（藤巻1984)，十勝地方では上述のように４月中旬，釧路地

方では４月16～30日（藤巻1984）なので，北海道東部では春の渡来が西部よりやや遅れ

るようである．

オシドリは，渡来したばかりの春先にはかなり平野部でもみられるが，生息環境は，川

幅のせまい支流や小さい沼である．その後，多くは山間部の水域に移動するようで，この

ことは観察例の季節変化からうかがえる．５～７月にも平野部でオシドリが観察されたの

は，小さな沼や川幅のせまい川で，川幅の広い本流や大きな沼に生息していたような場合

には，いずれも近くに森林があった．たとえば，十勝川中流部では川の北側河岸段丘はお

もに落葉広葉樹の森林で，生花苗沼の北側と東側は森林である．このように，オシドリは

あまり開けた水域には生息しないようである．

秋にもあまり平野部の水域には飛来しないようで，観察例は少なかった．十勝川下流部

ぞいにある育素多沼や海岸沿いにある湧洞沼では，春から秋にかけて詳しい調査が行なわ

れているが，オシドリはまったく記録されていない（北海道1979，日本野鳥の会十勝支

部1986)．このほか，北海道では1974～1980年に面積の広いクッチャロ湖，涛沸湖，風蓮

湖，ウトナイ沼，大沼・小沼でも春から秋にかけて詳しい調査が行なわれたが，オシドリ

が記録されたのは大沼・小沼だけであった（北海道1981)．

調査期間中，オシドリの大きな群れは観察されなかった．これまでの記録でも岩松ダム

湖で１０月に39羽（川辺1976)，札幌近郊の野幌森林公園にある池では10月に30羽前後（野

村1981）の例がある．遅く１０月まで生息しているのはおもに山間部の水域であるが，す

でに10月には観察例が少なくなっており，平野部では10月以降にはみられなかったことか

ら，おそらく９月から10月にかけて越冬地にむけて移動をはじめており，越冬地でみられ

るような大きな群れ（清棲1978,Fujimaki＆Murofushil985）になることはない．

繁殖に関する観察例は少ないが，６月上旬からヒナがみられはじめるので，産卵数７～

12卵，抱卵期間28～30日くらい（清棲1978）ということを考慮すると，十勝地方では４

Ｄ
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月下旬には産卵がはじまっている．オシドリの繁殖期は４月下旬から７月ごろまでとされ

ているので（清棲1978)，十勝地方における繁殖開始時期はその他の地域と大きな違いは

ないといえるであろう．

要約

1978～1993年に北海道十勝地方でオシドリの生息状況を調べた．春の渡来は４月中頃で，９月から

10月にかけて越冬地にむけて移動する．おもな生息地は山間部の水域で，平野部では川幅のせまい支

流や小さな沼である．約５×５ｋｍの区画156か所における調査では，山間部28％，平野部１９％の区

画でオシドリが観察され，その際の個体数は，調査路２ｋｍあたり１～４羽であった．巣立ちは６月

上旬で，子連れの雌は６，７月にみられ，雌１羽あたりの幼烏数は６月に6.8±4.0羽（ｘ±ＳＤ)，７

月に4.5±0.9羽であった．
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StatusoftheMandarinDuckinTokachidistrict，Hokkaido

YuzoFujimakil

AlocalpopulationofmandarinducksAjxgaJerjcujatawasstudiedinTokachidistrict，

Ｈｏｋｋａｉｄｏ,froml978tol993､ＭａｎｄａｒｉｎＤｕｃｋｓａｐｐｅａｒｅｄｉｎｍｉｄ－Ａｐｒiｌａｎｄｂｅｇａｎｔｏｍｉｇｒａｔｅ
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towinteringareasfromSeptembertoOctober・Mainhabitatswerebodiesofwaterin

mountainousareas,andnarrowstreamsandsmall-sizedpondsintheplain・Atotalofl57

quadrats（Ｃａ､５×５ｋｍ）weresurveyed・MandarinDuckswereobservedin28％of53

quadratsinthemountainsandi、１９％oflO4quadratsintheplain、Thenumberofducks

countedrangedfｒｏｍｏｎｅｔｏｆｏｕｒｂｉｒｄｓｐｅｒ２ｋｍ・TheyoungfledgedinearlyJuneand

femaleswithyoungwereobservedinJｕｎｅａｎｄＪｕｌｙ・Broodsizesrangedfrｏｍ３ｔｏｌ４ｗｉｔｈ

ａｎａｖｅｒａｇｅｏｆ６､8±4.0(x±ＳＤ)inJuneandfrom4to6withanaverageｏｆ4.5±0.9ｉｎJuly・

TherewasnosignificantdifferencｅｉｎｂｒｏｏｄｓｉｚｅｂｅｔｗｅｅｎＪｕｎｅａｎｄＪｕｌｙ・Largeflocksof

morethanfivebirdswerenotobservedduringthestudyexceptforfamilygroups．

1．LaboratoryｏｆLaboratoryofWildlifeEcology，DepartmentofAgro-EnvironmentalScience，

ObihiroUniversityofAgricultureandVeterinaryMedicine,Inada，ObihiroO80


